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【スウェーデンの点描】ロイヤル・パレス・スプリント 
ストックホルムのガムラ・スタンで行わ

れる、クロスカントリースキーの大会。2000

年に第 1 回大会が開催され、今年は 2 月 11

日に、2013 年以来 3 年ぶりとなる第 11 回

大会が開催されました。 

本大会は国際スキー連盟によるクロスカ

ントリースキーのワールドカップとして認

定されている大会の 1 つであり、入賞者は

順位に応じて年間王者となるための得点が

与えられます。 

 今年の大会には、スウェーデンから男女

それぞれ 16 名ずつが参加しましたが、優勝

者は、女子がマイケン・カスペルセン・フ

ァーラ（ノルウェー）、男子がニキータ・ク

リュコフ（ロシア）でした。スウェーデン

の最高位は女子の第 3 位（スティーナ・ニ

ルソン）で、女子は 6 人の入賞者の中で 3

人がスウェーデン人でしたが、男子は入賞

者ゼロという残念な結果に終わりました。 
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【2016 年 1 月研究講座】水野 恵子 氏 
「スウェーデンの保育は世界の保育モデル～制度・歴史・保育実践について」

 

 スウェーデンが男女平等先進国であるこ

とはよく知られています。男も女も仕事も

子育ても両立が当たり前の国です。 

 

 

 それを可能にするのは 480 労働日の長期

の育児休暇です。長期の育児休暇が女性だ

けに担わされていたら女性のキャリアには

マイナスですが男性の育児休暇取得率も

90%以上（日本 2.3％）です。 

 

その後、子どもは 1～1 歳半くらいになる

と、就学前学校へ入学します。内外ともに

豊かな環境の就学前学校での基本は民主主

義です。保育者は一人一人の子どもを尊重

し、「子どもの声を聴く」ことから保育は始

まります。 

 スウェーデンでは 1 歳からのすべての子

どもに保育は権利として保障されています。 
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 スウェーデンの就学前学校では、子ども

がのびのびと過ごしています。 

 

 

 その背景には、歴史的な経緯に基づく基

本的な価値観の違いとともに、さらに質を

高めるための、絶え間ない努力が見られま

す。 
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 なお講演では、ストックホルム郊外の

Botkyrka 市にある UGGLAN という就学

前学校の様子をつぶさに紹介していただき

ました。 

 

 

 

 

 



 5The Bulletin of the Japan Institute of Scandinavian Studies No. 372 

【2016 年 2 月研究講座】明治大学国際日本学部鈴木ゼミ４年生 19 名 
「スウェーデンの小学校社会科教科書－日本とは何が違うのか」 

 
 

 10 人中８人が投票に行くスウェーデン

の若者と、３人しか投票に行かない日本の

若者。なぜこのような差が見られるのでし

ょうか。もしそれが教育の差によるもので

あるなら、教科書の中にそのヒントがある

のではないでしょうか。このような仮説に

立って、明治大学国際日本学部鈴木ゼミで

は、本年度の卒業研究として、スウェーデ

ンの小学校社会科教科書（小学校４年生～

６年生対象）を読み解きました。 

 今年から投票年齢が 18 歳に引き下げら

れることに伴い、若者の政治教育について

様々な議論が交わされていますが、民主主

義の手本とされるスウェーデンの教科書か

ら学ぶことは少なくありません。 

 教科書は「１．社会」「２．メディア」「３．

個人と集団」「４．経済」「５．政治」「６．

法と権利」の６つの章で構成されています。 

 「１．社会」では、教育に対するアプロ

ーチにおいて、いくつかの根本的な違いを

発見しました。 

 

 

 「２．メディア」では、メディアは“発

信する”ためのものであり、「民主制の道具」

であると述べられていること、またそれを

ふまえてメディアの危険性を教えているこ

とが目を引きました。 
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 「３．個人と集団」では、子どもが大人

と対等であるという前提に基づく考え方や、

いじめを“社会問題”として取り上げると

いう姿勢、また多様な家族のあり方を示し

ていることが興味を引きました。 

 

 

 「４．経済」では、貧富の差や失業問題

という現実を小学生に対してもしっかり認

識させようとしていることや、税金を払う

ことの大切さが強調されている点が、日本

とは異なります。また難民や環境の問題を、

この「経済」という文脈で教えているのも

特徴的です。 

「５．政治」では、子どもたちに、自分

たちが政治の一端を担っていると意識づ

けさせ、その権利の行使を促し、政治と

の距離の近さを気づかせるという、まさ

に政治参加を促す教育が読み取れました。 

 

 

 「６．法と権利」では、特に犯罪者、移

民、子どもの権利が強調されている点が

目を引きました。ひるがえって日本では、

こうした人々の権利が強調されず、軽ん

じられる傾向があるように思います。 
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【2016 年 3 月研究講座】村田 佳壽子 氏 
「環境ジャーナリストが見た幸せの国スウェーデン～日本とどこが違うの

か？～」 

 
 

1989 年に環境ジャーナリストとして独

立し、以来、ISO14000 の評価委員を 20 年

間務めるなど、環境に関わる仕事をしてき

ました。 

 現在、ヨーロッパはテロや難民問題に揺

れ、日本も安保法案が施行され、内外とも

に平和が脅かされる危険性が高まっていま

す。平和でなければ環境は守れないので、

環境を守るという視点は平和に通ずると信

じています。 

 スウェーデンは１年の約半分が冬の国で

す。そのような厳しい生存環境に身を置い

ていることは、スウェーデンの人々の環境

意識を形作る基礎になっていると思います。

1992 年の地球環境サミットで地球温暖化

問題が取り上げられると、それを自らの生

存環境に対する新たな危機ととらえ、その

後の迅速な対応につなげていったのはその

例です。 

 日本では多くの人が環境問題を「政府の

誰か偉い人がやれば良い」と、どこか他人

任せに考えているようなところがあります

が、スウェーデンでは「普通の人々」が主

体となっています。言うまでもなく、どこ

の国でも国民の中で最も多いのは「普通の

人々」であり、その人々が行動を起こすこ

とが最も重要なのです。国をあげて環境教

育に力を入れ、環境権（環境享受権）に対

する意識を高めているのです。 

 また日本では、環境問題を経済問題と分

けて考えるのが常識ですが、スウェーデン

をはじめとするヨーロッパ諸国では、環境

問題と経済問題とを同じ文脈で捉えるのが

常識です。「日本の常識が世界の非常識、世

界の常識が日本の非常識」となっているこ

とがよくあります。 

 原子力発電の問題についても、よく「原

発を廃止すれば電力が不足する」と言いま

すが、ジャーナリストとして舞台裏をよく

知る者としては、これは事実ではありませ

ん。 

 スウェーデンも原子力発電は大変深刻な

問題でした。しかし 1979 年のアメリカのス

リーマイル島の事故を受ける形で 1980 年

に国民投票を実施し、将来的に原発を全廃

すると決定したのです。もちろんその実現

にはかなりの困難を抱えていますが、その

決定をきっかけにして小型水力発電やバイ

オマスなどの自然エネルギーの開発が進ん

だのもまた事実です。台所の生ゴミやトイ

レの排水からメタンガスを作り、そのガス
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で調理するという「Toilet to Omelett」と

いう標語は、そうした先進的な取り組みを

象徴するものです。密閉性を高め、熱効率

の高い住居を作る建築技術の発達もそうし

た動きのひとつです。 

さて、スウェーデンではなぜこのように

環境意識が高いのでしょうか。これにはい

くつかの理由が挙げられます。まずはキリ

スト教をベースとする宗教です。無制限に

使わない、「足るを知る」という思想がそこ

にはあります。2 つ目は法律や制度をきち

んと作るということ、そしてその前提とし

て政治家の汚職が許されない厳格なシステ

ムが存在し、そのもとで人々が政府を信頼

しているということがあります。 

3 つ目は国民性、民度の高さです。何か

不正なことがあればボイコットをするよう

な高い意識を持つ消費者、しっかりした倫

理教育を受けている科学者、また自分の出

世のためではなく、他人のために働くエリ

ートが社会にしっかりと根付いています。

そして冒頭で話した、生存に対する危機感

です。「うかうかしていたら自分たちの生存

が脅かされる」という危機感、「自分たちの

ことは自分たちでやらなくてはならない」

という強い意識が感じられます。 

最後に強調したいのがマスコミのあり方

です。スウェーデンのマスコミは政治権力

と分離し独立しています。またスポンサー

とは一線を画しています。「情報は国民のも

のである」という考え方が徹底しています。 

ひるがえって日本はどうかといえば、日

本のマスコミは、とかくスポンサーを気に

します。「スポンサージャーナリズム」と言

っても良い状況です。何かスポンサーの不

利益になることを流そうとすれば事前にチ

ェックが入り、もしそれが流れようものな

ら、それに携わったスタッフや番組は即座

に入れ替えられてしまいます。 

ただし日本に全く希望がないわけではあ

りません。まずインターネットの発達によ

って、人々がマスコミに頼らなくとも情報

を得られる機会が着実に増えています。私

自身も環境ジャーナリストとしてインター

ネットテレビ番組の配信を行っています。 

また技術力の高さという点からすれば、

日本は世界一の環境技術を持っています。

実はスウェーデンのバイオマス技術の鍵と

なる、ゴミを切断するナイフは日本製なの

です。また風力や太陽光発電の技術も世界

トップクラスです。 

日本で「環境革命」を起こす上で鍵とな

るのは、国民がジャーナリズムを育てるこ

とだと思います。スウェーデンのように、

何かおかしいと思える報道があれば、すぐ

にテレビに文句を言う、おかしいことをし

ている企業があれば、その製品をボイコッ

トする、そういった国民の支持があれば、

ジャーナリズムも変わっていくと思います。

最近は、日本の若者も積極的にデモに参加

するなど、変化の徴候も見られます。 

これからスウェーデンのような方向に日

本が進んでいくことを願っています。 
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